
時事問題 20180929 

 

1. 国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）に物資を届ける無人補給機「こうのとり」の打ち上げに成功。 

2. 北海道地震の影響で停止していた苫東厚真（とまとうあつま）火力発電所が再稼働しました。損傷が少

なかったことで当初の復旧見込みよりも早まりました。 

3. 日本とアメリカが「日米物品貿易協定」の交渉を開始することで合意しました。協定は貿易の拡大を目

的に、関税の引き下げ・撤廃を目指すもの。トランプ大統領は巨大な対日貿易赤字を問題視し、米国産

牛肉などへの日本の関税引き下げを求めています。 

4. 東京五輪・パラリンピックのボランティアの募集が始まりました。応募資格は 2020 年 4 月 1 日時点

で 18 歳以上。組織委員会は大会ボランティア 8 万人と都市ボランティア 3 万人の確保を目指していま

す。 

5. アゼルバイジャンで行われている柔道の世界選手権で日本が「混合団体」で金メダルを獲得しました。

「混合団体」は男女６名による団体戦で、東京オリンピックから実施される種目です。 

6. ベルリン・マラソンでキプチョゲ選手（ケニア）が 2 時間 1 分 39 秒の世界記録で優勝しました。マラ

ソンで 2 時間 1 分台の記録が達成されたのは世界で初めてです。 

7. 北朝鮮の平壌（ピョンヤン）で大韓民国の文在寅大統領と朝鮮民主主義人民共和国の金正恩委員長が首

脳会談を行いました。南北首脳会談は今年 3 回目。 

8. 今年6月末の在留外国人数が過去最高の263万7,251人になったと法務省入国管理局が発表しました。

国籍・地域別では、中国、韓国、ベトナムの順に多くなっています。 

9. 自由民主党の総裁選挙で安倍首相が石破元幹事長に勝利しました。 

10. テニスの４大大会のひとつ全米オープンで大坂なおみ選手が優勝しました。４大大会で日本選手が優勝

したのは１回目です。 

11. ヨーロッパ連合（ＥＵ）のユンケル委員長が来年からサマータイムを廃止する法案を議会に提案しまし

た。 

12. ロシアのプーチン大統領が前提条件なしで年内に日露平和条約を締結することを国際会議で提案しま

した。日本は領土問題の解決なしに平和条約の締結はしない方針です。北方領土は、国後島、択捉島、

色丹島、歯舞群島となります。 

13. 沖縄県知事選が告示され、無所属の新人４人が立候補しました。投開票は 30 日。米軍普天間（ふてん

ま）飛行場（宜野湾市）の名護市辺野古（へのこ）への移設問題などが争点となっています。 

14. 全国の 100 歳以上の高齢者が過去最多の 6 万 9785 人になったと厚生労働省が発表しました。100 歳

以上の高齢者の８８．１％は女性。国内最高齢も 115 歳の女性です。 



15. インドネシアのジャカルタで行われていたアジア競技大会が閉幕しました。今大会での日本の獲得金メ

ダルは７５個で過去２番目の多さ。 

16. 台風 21 号が「非常に強い」勢力のまま日本に上陸しました。台風の影響により関西空港が冠水するな

どの被害が発生しました。 

 

台風の勢力の基準（気象庁） 

台風は下記の基準により「強さ」と「大きさ」で勢力を表現します。 

強さ 

強い 最大風速 33m/s 以上～44m/s 未満 

非常に強い 最大風速 44m/s 以上～54m/s 未満 

猛烈な 最大風速 54m/s 以上 

大きさ 

大型（大きい） 風速 15m/s 以上の半径が 500km 以上～800km 未満 

超大型（非常に大きい） 風速 15m/s 以上の半径が 800km 以上 

17. 北海道胆振（いぶり）地方中東部を震源とする最大震度７の地震が発生しました。地震の影響により北

海道全域で停電も発生しました。 

18. 南米のベネズエラで通貨１０万ポリバルを１ポリバルに切り下げるデノミネーションが行われました。

国内での深刻なインフレーションにより通貨価値が下落していることへの対応。 

19. 佐賀県が佐賀空港に自衛隊輸送機オスプレイの配備を受け入れることで合意しました。国が着陸料とし

て佐賀県に支払う１００億円（２０年間）で漁業振興のための基金を設立することになります。 


